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児童会スローガン
「固い絆で 全力チャレンジ」の学校祭

今年度の合い言葉 自ら考え 夢中でチャレンジ、瞳かがやく寒川小！
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１１月２日（土）、学校祭を行いました。学校運営協議

会委員の皆様を来賓としてお招きし、ご家族の皆様にもた

くさんご来校いただきました。

授業で一生懸命制作した作品を見ていただいたり、「もみじ」の2

部合唱と手話を交えた「にじ」の全校合唱を聴いていただいたりし

ました。６年生企画のスローガン発表は、6年生のヒゲダンス「ヒ

ゲのテーマ」でスタート。「Bling-Bang-Bang-Born」は、他の学

年の児童と先生も踊りに参加しました。また、美田中のチーム美鈴

のハンドベル演奏にも耳を澄ましました。今年のPTA主催のわくわくタイムは、射的、輪投げ、

ボール当て、ヨーヨー釣りの４つのブースでの活動を親子で楽しみました。また、学校運営協議

会委員の五十畑透氏の提案で、PTA本部役員と本校職員が制作した横約16メートル、高さ約2

メートルの大人が何人も余裕で入れる大きさの風船を初お披露目。大きな大きな

くじらぐもの風船にみんなが目を見張りました。

今年の学校祭も児童会スローガンにあるようにみんなが団結し、それぞれが楽

しい思い出をつくろうと様々なことにチャレンジ。当日もみんな仲良く、協力し、

心に残る学校祭となりました。御協力いただいた皆様、ありがとうございました。

学校教育目標

つよい かしこい うつくしい
・健やかで元気な子
・自ら学ぶ子
・思いやりのある子
・地域を愛する子
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５年 臨海自然教室 (11月11日～13日)

３年 ３校社会科見学（11月21日）

４年 間々田紐体験（11月14日）

火災避難訓練（11月15日）～ 救助袋体験 ～

５年 田んぼの学校 ～ 脱穀、古代米炊飯 ～

５年 環境交流学習(1１月８日） 千葉県野田市

市制７０周年 第１９回青少年健全育成大会 この度、学校支援ボランティアと

して子どもたちの登下校を２０年間

見守ってくださっている

増田光男様に、感謝状が

栃木県教育委員会から、

贈られました。おめでと

うございます。

社会の学習で、紬織物技術支援センター、イオン小山店、小

山消防署を見学しました。働く人と私たちの暮らしについて学

習しました。人々の暮らしを守るために様々なところでたくさ

んの人が仕事をしていることがわかりました。

栃木県の伝統工芸品に指定されている間々田紐。４年生は、間々田ひも

店の渡辺さんの話をよく聞き、やり方をよく見て、紐の組み方を教えても

らいました。そして、４色の組紐を楽しそうに組んでいきました。出来上

がった組紐は、ストラップになります。

はでかけしていた稲を、５年生と田んぼの学校実行委員の方々で、

脱穀しました。手際よく連携しながら作業していました。

また、市博物館の２名の先生をお招きし、古代米炊飯を行いました。

土器で炊いた古代米を食べる子どもたちは、みんな笑顔でした。

１１月１１日（月）から１３日（水）、２泊３日で５年生９

名が宿泊学習に出かけました。海浜でのさまざまな活動を体験

し、自分で考え行動することの大切さを学びました。充実した

３日間を元気に過ごしました。

火災の非常発生を想定して、訓練を行いました。今年は、

救助袋をつかった２階からの避難を6年生が代表で、体験し

ました。救助袋での避難は、初めての児童がほとんどでした

が、子どもたちは袋の中を滑るポイントをよく聞き、安全に

避難する方法を学んでいました。1年生から5年生も6年生の様子を見て、学びました。

昨年度に引き続き、千葉県野田市の福田第一小学校、福田第二小学校と環境交流学習をオンラ

インで行いました。この交流は、昨年度から、５年生が行っているものです。１回目は、顔合わ

せを行い、２回目は、互いの学びを発表し合い、環境についての学びを深める予定です。

１１月１６日（土）小山市文化センターで、青少年の主

張作文発表コンクールが開催されました。６年の田熊紗羽

さんが「思い描く未来」と題した作文を発表しました。自

分の考えを大ホールで堂々と述べました。


